
『 言葉の力 』～言葉遣いについて～パート２ 

校長　西村　健　 
　前回に引き続いて「言葉の力」を付けるために参考になる「教室で教える小学生の作法」（野口芳

 宏：学陽書房）の中の「言葉遣い」について【言葉遣い５カ条】の第２条から紹介します。

 ◆第２条／公私を区別する 

　友だちや家族と話す言葉が「生活話法」「日常話法」だとすれば、授業中に心がけるべき 

は「教室話法」「公的話法」です。授業は多数の人間でつくりあげる公共の場。そこでの発 

言は、友だちとの雑談とは違うのだということを、しっかりと分からせるべきです。 

　しかし、何も特別に難しいことではありません。 

　いつもより、ゆっくり、はっきり、大きな声で話すこと。聞き手の顔を見ながら「です・ 

ます」調で話すこと。   これで十分です。たったそれだけですが、これを徹底すれば授業中 

と休み時間の区別がはっきりとつきます。そして、子どもたちは自然に「公的話法」を身に 

つけていくのです。 

◆第３条／あいづちを大切にする 

　先生はもちろん、目上の人には丁寧語で話すことをしっかりと指導しましょう。先生に話し 

かけられたら、あいづちも「ウン」ではいけません。必ず「はい」。 

　丁寧語では親しみが表せないという人もいますが、そんなことはありません。たとえば、 

『釣りバカ日誌』という漫画原作の映画がありますね。ここに登場する人物の一人「スーさん」

は会社の社長さんです。彼はどんな場面でも丁寧な言葉遣いを崩しません。かといって決して 

他人行儀な印象は与えません。慣れない丁寧語を付け焼刃で話そうとすると、どうしても空々 

しくなってしまいますが、ふだんから使い慣れていれば、十分に親しみを伝えることができる 

ものです。 

◆第４条／「時・所・位」を考える 

　言葉遣いの基本は、場をわきまえることです。時と場所、そして自分の位置。英語でいえば 

ＴＰＯとなりますが、この「時・所・位」を正しく理解することが原則です。教室は公共の場 

ですから、当然「公的話法」を遣うべきですが、かといって子どもがホテルマンのような敬語 

を遣うのは行き過ぎでしょう。小学生なら小学生らしい、年齢相応の言葉で十分です。 

　過剰な丁寧語は逆に「時・所・位」を無視した、歪んだ言葉遣いになってしまします。 

◆第５条／語彙を増やす 

　言葉は非常に奥深いもので、私などは辞書を繰っているとそれだけで時間を忘れてしまいます。 

　しかしいま、多くの子どもたちはテレビのバラエティー番組やアニメ等から入ってくる崩れ 

言葉や歪み言葉に浸食されています。 

　ですから、教室では折にふれ、子どもたちにさまざまな正しい語彙、正しい表現を教えてく 

ださい。 

　教科書の一節を教える時には類語や反対語も含め、日本語の豊かな世界を見せましょう。ひ 

とつの言葉を教える時には、必ずそれに関連するいくつかの応用例も教えましょう。 

　言葉はヒトが人になった時から築き上げてきた最も大事な文化遺産です。 

　言葉を大切にし、『 言葉の力』が身に付き、未来を切り拓く子どもたちを学校、家庭、地域で育て

ていくことができればと思います。ご理解とご協力をよろしくお願いします。　　　　　　 

 　

                                                  行事予定  
 
　　１日（金） クラブ活動（最終） １５日（金） １～５年３時間授業 
　　３日（日）      文化の日  就学時健康診断 
　　４日（月） 振替休日  ＡＬＴ来校 
　　５日（火） １０月引落日② ２０日（水） 全校５時間授業 
　　６日（水） 全校朝会  歌声集会 
　　 委員会活動 ２１日（木） 水曜日課　委員会活動 
 スクールカウンセラー来校 ２２日（金） ＡＬＴ来校 
　　７日（木） 全校４時間授業 ２３日（土）      勤労感謝の日 
　　８日（金） 選挙出前授業（６年） ２６日（火） なわとび集会 
 ＡＬＴ来校 ２７日（水） 児童会朝会 
　１１日（月） ３～５年生５時間授業  １１月引落日① 
　 就学時健診打合せ（６年生）  スクールカウンセラー来校 
　１３日（水） 児童会朝会 ２８日（木） ＡＬＴ来校 
　１４日（木） ＡＬＴ来校 ２９日（金） 全校参観日 
　   全校５時間授業 
 租税教室（６年） 
 ＡＬＴ来校

行事予定が変更になったときは、マチコミメールで連絡します。

 
 
 
 

　９月２８日（土）、学校公開日の後、幸小まつりが行われました。今年は、 
ポップコーンと棒パンが復活し、どちらも好評の上、完売しました。また、 
これまで同様に行われた販売や体験も好評でした。特に、毎年恒例のお化け 
屋敷は、始まる前から行列ができるなど大盛況でした。保護者をはじめ、た 
くさんの皆様にご来校いただくことができました。 
　幸小まつりは、全ＰＴＡで運営されております。前日までの事前準備や担 
当の時間になると持ち場に来て係を行うなど、ＰＴＡの皆様には感謝の気持 
ちでいっぱいです。これからもＰＴＡ活動にご協力いただけるとうれしいで 
す。幸小まつりに関わった全ＰＴＡの皆さん、ありがとうございました。

  
  

　１０月７日（月）・１６日（水）に、生活科 　１０月９日（水）、生活科の学習で１年生の
の学習で、学区にどんなお店や施設があるかを 公園探検が幸畑墓苑で行われました。フィール
探検しました。お店や施設の人にたくさん質問 ドビンゴをしながら、秋探しをしました。
することができました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
　地域学校協働活動とは、地域住民・学生・保護者・団体機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、
地域全体で子供たちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学
校と地域が相互に連携・協働を行う様々な活動です。 
　現在、３人の推進員で活動を行っておりますが、様々な意見や協力者を募りながら活動を進めるた
めに、本校保護者や地域住民から、一緒に推進員として活動してくださる方を募集いたします。ご希
望の方は、幸畑小学校（☎７３８－０９３９）教頭までご連絡ください。                        


